
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

藤岡市家庭教育支援チーム 

 （呼称：OHANA） 

 URL：https://www.instagram.com/oide_gohan_ohana/ 

 

②活動拠点 藤岡市内の地域づくりセンター各所、古民家 

③活動範囲 藤岡市 

④組織体制 

 

   ７ 人 

児童指導員、介護福祉士、調理師、子育てサポーター、地域住民 

 

 

⑤活動開始年度 令和７年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

OHANA 代表：尾崎 皇子 

（TEL）            （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.instagram.com/oide_gohan_ohana/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・月に１回、地域づくりセンターを活用したイベントの開催 

地域の方や、保護者、子ども、障害を持った方など多くの方が交流できる

場や居場所となるようなイベントの開催。 

イベント内容としては、食事の無料提供、子どもと大人の古着無料配布、

射的やお菓子つり、工作など子ども向けの催し物の開催、フリースペース

を活用して、小さな子ども連れの保護者が子どもを遊ばせながら交流でき

る場や大人の癒しの場（リラクゼーション体験）の提供などを行っている。 

 

・料理教室の開催 

地域づくりセンターにおいて、現役シェフよる料理教室の実施。未就学児

の親子だけでなく不登校の親子、また子ども１人でも参加でき、おいしい

食事作りを通して、楽しい時間の共有や子どもの居場所を作る。 

 

・保護者の居場所作り 

地域づくりセンターや空き家などを活用し、家庭で課題を抱えている

保護者が、気軽に立ち寄って話をしたり、息抜きができたりする場所

の提供をしている。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ 地域のコミュニティスペースを使ったイベントでは、８０人を超える方が来

場。無料の食事の提供だけでなく、遊び場を設置することで、保護者だ

けでなく子ども同士も関わり合い、つながりを作れた。 

・ 古着無料譲渡スペースを設けることで、困窮家庭に支援を届けることも

できた。 

・ 地域の方などを通じて、広く情報提供をすることで、不登校のお子さんな

ども参加することができた。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 寄付金 ） 

 


